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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成26年11月13日(2014.11.13)

【公表番号】特表2013-515672(P2013-515672A)
【公表日】平成25年5月9日(2013.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2013-022
【出願番号】特願2012-547142(P2012-547142)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｇ  25/02     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｃ  13/083    (2006.01)
   Ａ６１Ｃ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｇ  25/02    　　　　
   Ｃ０４Ｂ  35/48    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｃ  13/083   　　　　
   Ａ６１Ｃ   5/10    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年9月29日(2014.9.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性媒体中に分散されるか、懸濁されるか、あるいはそれらの組み合わせの少なくとも
３重量パーセントのジルコニア系粒子を含むゾルであって、前記ジルコニア系粒子が、
　ａ）前記ジルコニア系粒子中の無機酸化物の全モルに基づいて、０．０２～２０モルパ
ーセントのランタニド元素酸化物と、
　ｂ）前記ジルコニア系粒子中の無機酸化物の全モルに基づいて、０～１５モルパーセン
トの酸化イットリウムと、
　を含み、前記ジルコニア系粒子が、結晶性であり、かつ１００ナノメートル以下の平均
一次粒子寸法を有し、
　前記ゾルが室温で１週間保存されるときに、前記ゾル中の前記ジルコニア系粒子の５重
量パーセント未満が沈殿する、ゾル。
【請求項２】
　ジルコニア系粒子を作製する方法であって、
　水性系媒体中に溶解されるか、懸濁されるか、あるいはそれらの組み合わせの複数の塩
を含む原材料を調製する工程であって、前記複数の塩が、ジルコニウムカルボン酸塩、ラ
ンタニド元素のカルボン酸塩、及び任意成分としてのイットリウムカルボン酸塩を含み、
前記原材料は酸性である、工程と、
　少なくとも３重量パーセントのジルコニア系粒子を含むゾルを形成するために、前記原
材料を熱水処理に供する工程であって、前記ジルコニア系粒子が、
　ａ）前記ジルコニア系粒子中の無機酸化物の全モルに基づいて、０．０２～２０モルパ
ーセントのランタニド元素酸化物、及び
　ｂ）前記ジルコニア系粒子中の無機酸化物の全モルに基づいて、０～１５モルパーセン
トの酸化イットリウム、を含む、工程と、
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　を含み、前記ジルコニア系粒子が、結晶性であり、かつ１００ナノメートル以下の平均
一次粒子寸法を有し、
　前記ゾルが室温で１週間保存されるときに、前記ゾル中の前記ジルコニア系粒子の５重
量パーセント未満が沈殿する、方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　第３の態様では、ジルコニア系粒子を作製する方法が提供される。本方法は、水性系媒
体中に溶解されるか、懸濁されるか、あるいはそれらの組み合わせの複数の塩を含有する
原材料を調製する工程を含む。複数の塩は、ジルコニウム塩、ランタニド元素の塩、及び
任意成分としてのイットリウム塩を含む。本方法は、少なくとも３重量パーセントのジル
コニア系粒子を含有するゾルを形成するために、原材料を熱水処理に供する工程を更に含
む。ジルコニア系粒子は、（ａ）ジルコニア系粒子中の無機酸化物の全モルに基づいて、
０．０２～２０モルパーセントのランタニド元素酸化物と、（ｂ）ジルコニア系粒子中の
無機酸化物の全モルに基づいて、０～１５モルパーセントの酸化イットリウムと、を含有
する。ジルコニア系粒子は、結晶性であり、かつ１００ナノメートル以下の平均一次粒子
寸法を有する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
【図１】連続的熱水反応器システムの例示の概略図。
【図２】例示のジルコニア系粒子の４つのＸ線回折走査。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　本明細書で使用される、ゾルに関して「安定している」という用語は、ゾルが室温（例
えば、２０℃～２５℃）で少なくとも１週間保存されるときに、ゾル中の５重量パーセン
ト以下の粒子が沈殿することを意味する。例えば、これらの保存条件下では、ゾル中の５
重量パーセント未満、４重量パーセント未満、３重量パーセント未満、２重量パーセント
未満、１重量パーセント未満、又は０．５重量パーセント未満の粒子が沈殿する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　ジルコニア系粒子は、任意で、イットリウムを含有し得る。存在する任意成分としての
イットリウムは、通常は、酸化イットリウムの形態である。ジルコニア系粒子中のイット
リウムの存在は、通常、単斜相よりはむしろ、立方相及び／又は正方相の形成を促進する
。立方相及び／又は正方相は、単斜相よりも高い屈折率及びＸ線不透過性を有する傾向が
あるため、多くの場合好ましい。これらの相は、より対称的である傾向もあり、ジルコニ
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ア系粒子が有機マトリックス中に分散される場合に利点となり得る。そのような粒子は、
有機マトリックスの粘度に対して最小効果を有する傾向がある。更に、有機マトリックス
中のジルコニア系粒子の充填率は、多くの場合、立方相及び／又は正方相を伴ってより高
くなり得る。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　任意の既知の方法を用いてジルコニア系粒子を得ることができるが、これらの粒子は、
多くの場合、水熱技術を用いて調製される。本方法は、水性系媒体中に溶解されるか、懸
濁されるか、あるいはそれらの組み合わせの複数の塩を含有する原材料を調製する工程を
含む。複数の塩は、ジルコニウム塩、ランタニド元素の塩、及び任意成分としてのイット
リウム塩を含む。本方法は、少なくとも３重量パーセントのジルコニア系粒子を含有する
ジルコニア系ゾルを形成するために、原材料を熱水処理に供する工程を更に含む。ジルコ
ニア系粒子は、上述の粒子と同一である。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
　同様に、ランタニド元素の塩及び任意成分としてのイットリウム塩は、多くの場合、カ
ルボン酸アニオンを有する。これらの塩は、様々な製造業者から市販されている。しかし
ながら、これらの塩が典型的にはジルコニウム塩よりもはるかに低い濃度レベルで使用さ
れるため、カルボン酸塩（例えば、酢酸塩）以外の塩が選択され得る。例えば、これらの
塩のうちのいずれかは、硝酸塩であり得る。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１４】
　第１０の項目の変形であり得る第１１の項目が提供される。第１１の項目において、ゾ
ルが室温で１週間保存されるときに、ゾル中のジルコニア系粒子の５重量パーセント未満
が沈殿する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１８】
　ジルコニア系粒子を作製する方法である第１５の項目が提供される。この方法は、水性
系媒体中に溶解されるか、懸濁されるか、あるいはそれらの組み合わせの、複数の塩を含
む原材料を調製する工程を含む。複数の塩は、ジルコニウム塩、ランタニド元素の塩、及
び任意成分としてのイットリウム塩を含む。該方法は、少なくとも３重量パーセントのジ
ルコニア系粒子を含むゾルを形成するために、原材料を熱水処理に供する工程を更に含む
。ジルコニア系粒子は、ａ）ジルコニア系粒子中の無機酸化物の全モルに基づいて、０．
０２～２０モルパーセントのランタニド元素酸化物と、ｂ）ジルコニア系粒子中の無機酸
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化物の全モルに基づいて、０～１５モルパーセントの酸化イットリウムと、を含有する。
ジルコニア系粒子は、結晶性であり、かつ１００ナノメートル以下の平均一次粒子寸法を
有する。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４９】
【表２】

【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５２】
　得られたゾルは、結晶性ＺｒＯ２を含有し、Ｘ線回折データが表２に要約される。Ｘ線
回折走査は、図２中の走査２ａに相当する。分離したイットリア又はランタナ相は、Ｘ線
回折では検出されなかった。格子定数も、構造内へのイットリア及び／又はランタナの組
み込みを示唆した。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５６】
　得られたゾルは、結晶性ＺｒＯ２を含有し、Ｘ線回折データが表２に要約される。Ｘ線
回折走査は、図２の走査２ｂに相当する。分離したイットリア又はランタナ相は、Ｘ線回
折では検出されなかった。格子定数も、構造内へのイットリア及び／又はランタナの組み
込みを示唆した。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６０】
　得られたゾルは、結晶性ＺｒＯ２を含有し、Ｘ線回折データが表２に要約される。Ｘ線
回折走査は、図２の走査２ｃに相当する。分離したイットリア又はランタナ相は、Ｘ線回
折では検出されなかった。格子定数も、構造内へのイットリア及び／又はランタナの組み
込みを示唆した。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６４
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６４】
　得られたゾルは、結晶性ＺｒＯ２を含有し、Ｘ線回折データが表２に要約される。Ｘ線
回折走査は、図２の走査２ｄに相当する。分離したイットリア又はランタナ相は、Ｘ線回
折では検出されなかった。格子定数も、構造内へのイットリア及び／又はランタナの組み
込みを示唆した。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１７８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１７８】
　実施例５ａは、安定したわずかに濁ったゾルであった。Ｚ平均粒子寸法は２８．８ナノ
メートルであり、体積平均粒子寸法は１９．１８ナノメートルであった。粒子は結晶性で
あり、Ｘ線回折データが表６に要約される。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８０】
　実施例５ｃは、安定したわずかに濁ったゾルであった。Ｚ平均粒子寸法は３１．６５ナ
ノメートルであり、体積平均粒子寸法は２１．２７ナノメートルであった。粒子は結晶性
であり、Ｘ線回折データは表６に要約される。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８１】
　実施例５ｄは、安定したわずかに濁ったゾルであった。Ｚ平均粒子寸法は３２．３ナノ
メートルであり、体積平均粒子寸法は２１．７８ナノメートルであった。粒子は結晶性で
あり、Ｘ線回折データが表６に要約される。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８２】
　実施例５ｅは、安定したわずかに濁ったゾルであった。Ｚ平均粒子寸法は３８．３１ナ
ノメートルであり、体積平均粒子寸法は２１．２８ナノメートルであった。粒子は結晶性
であり、Ｘ線回折データが表６に要約される。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８３】
　実施例５ｆは、安定したわずかに濁ったゾルであった。Ｚ平均粒子寸法は４７．８ナノ
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メートルであり、体積平均粒子寸法は２９．３６ナノメートルであった。粒子は結晶性で
あり、Ｘ線回折データが表６に要約される。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８４】
　実施例５ｇは、安定したわずかに濁ったゾルであった。Ｚ平均粒子寸法は６６ナノメー
トルであり、体積平均粒子寸法は４８．５ナノメートルであった。粒子は結晶性であり、
Ｘ線回折データが表６に要約される。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８５】
　実施例５ｈは、安定したわずかに濁ったゾルであった。Ｚ平均粒子寸法は４６ナノメー
トルであり、体積平均粒子寸法は２０．９７ナノメートルであった。粒子は結晶性であり
、Ｘ線回折データが表６に要約される。「ＮＤ」という略語は、検出されなかったことを
意味する。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８６】
　実施例５ｉは、安定したわずかに濁ったゾルであった。Ｚ平均粒子寸法は３９．６ナノ
メートルであり、体積平均粒子寸法は２２．０９ナノメートルであった。粒子は結晶性で
あり、Ｘ線回折データが表６に要約される。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１９３】
　実施例８：ＺｒＯ２／ＣｅＯ２／Ｌａ２Ｏ３（８８．６４／１１．６８／２．６８）
　前駆体溶液を、酢酸ジルコニウム（１００グラム）、酢酸セリウム（８．３グラム）、
酢酸ランタン（３．８４グラム）、及びＤＩ水（１１０．７グラム）を撹拌しながら合わ
せることによって調製した。得られた溶液（１９重量パーセント固体）を、テフロンカッ
プ（Ｐａｒｒモデル番号４７４９）を有する汎用酸分解容器内に設置した。酸分解容器を
、強制換気オーブン内に２２５℃の温度で４時間設置した。少量の沈殿した材料を有する
わずかに濁った安定したジルコニアゾルを得た。ゾルは黄色であった。
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